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　We investigated the situation of how physicians at Okayama University support local medical institutions by serving 
as a part-time worker, and analyzed the difference between the five medical districts of Okayama prefecture and other 
prefectures. Many physicians (actual number of physicians, full-time equivalent number of physicians) served in the 
southeastern region of the Okayama prefecture (339, 82.2). On the other hand, fewer physicians (42, 11.4) served 
in Takahashi・Niimi in the northwestern region of Okayama. Many physicians also served in Hiroshima prefecture 
(193, 48.8), Hyogo prefecture (109, 26.7), and the four prefectures of Shikoku Island (81, 23.6).
　It has been clarified that many physicians at Okayama University are working on a part-time basis to support local 
and community medical institutions in the wide area of Okayama prefecture, Hiroshima prefecture, Hyogo prefecture 
and the four prefectures of Shikoku Island.

原　著

諸　　　言

　岡山県は，人口約194万人（全国第21位），面積は約７千
平方キロメートル（全国17位）で，県内15市（４区）10町
２村からなる．南は瀬戸内海をはさんで四国に，北は山陰
地方に接し，東は兵庫県，西は広島県に接しており，昔か
ら中四国地方の交通の要衝として重要な位置にあった．
　二次医療圏は県南東部，県南西部，津山・英田（県北東
部），真庭（県北中央部），高梁・新見（県北西部）の５つ
であるが，人口は平野部である県南東部および県南西部医
療圏に集中している．基準病床数と既存病床数を比較する
と，津山・英田医療圏のみ基準病床数に32床足りていない
ものの，他の４圏域については過剰となっている状況であ
る（岡山県ウェブサイト http://www.pref.okayama.jp/ 
平成26年７月閲覧）．また，岡山県の人口10万人当たり
医師数は，290.2人（岡山県ウェブサイト http://www.

pref.okayama.jp/ 平成26年７月閲覧）であり，県全体で
は全国平均（226.5人）を上回っている（厚生労働省ウ
ェブサイト http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/
ishi/12/index.html 平成26年７月閲覧）が，県北の津山・
英田，真庭，高梁・新見の３医療圏では全国平均を下回っ
ている（岡山地域医療支援センターウェブサイト http://
chiikiiryouokayama.wix.com/centerokayama#!untitled/
cxkt 平成26年７月閲覧）．加えて，各圏域で地域や診療科に
よる偏在も見られている（厚生労働省ウェブサイト http://
www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/12/index.html
平成26年７月閲覧）．そして，高梁・新見，真庭の２医療圏
では，他の医療圏に比べ常勤医師数に対して非常勤医師数
の割合が多いという状況が認められている（岡山地域医療
支援センターウェブサイトhttp://chiikiiryouokayama.wix.
com/centerokayama#!untitled/cxkt 平成26年７月閲覧）．
　岡山県は，へき地医療を支援するために平成14年４月１
日に岡山県へき地医療支援機構を設置している．広域的な
へき地医療支援事業の企画・調整等を行い，各種事業を円
滑かつ効率的に実施することを目的に，岡山済生会総合病
院が運営を受託している．知事が指定したへき地医療拠点

岡山医学会雑誌　第127巻　April 2015, pp. 13ﾝ17

キーワード：岡山大学勤務医師（physicians at Okayama University），非常勤勤務（part-time worker）， 
地域医療機関支援（community-based medical facilities）

平成26年12月９日受理
＊〒700-8558　岡山市北区鹿田町２-５-１
 電話：086-235-6963　FAX：086-235-6834
 E-mail：teshig-s@cc.okayama-u.ac.jp

CORE Metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

Provided by Okayama University Scientific Achievement Repository

https://core.ac.uk/display/32591425?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


14

病院は９施設あり，巡回診療，医師・歯科医師のへき地診療
所への派遣，遠隔医療などの支援事業，へき地医療従事者の
研修，代診医派遣などの事業を行っている（岡山県へき地医
療支援機構ウェブサイト http://www.okayamasaiseikai.
or.jp/hekichi/index_html 平成26年７月閲覧）．
　また，医師の偏在を是正するため，平成24年２月７日，岡
山県庁医療推進課内に「岡山県地域医療支援センター」が
開設された．同センターの岡山大学支部は岡山大学病院敷
地内に設置され，県内の医師不足の状況を把握・分析し，
岡山大学および広島大学の医学部地域枠学生と自治医科大
学生の地域医療実習支援および卒後のキャリア支援を行っ
ている．
　岡山大学医学部および岡山大学病院の歴史は古く，明治
３年にさかのぼる．2013年６月の時点での岡山大学の関連
病院は，北は北海道から，南は沖縄県に及び約250病院であ
り，岡山県内（約120病院）だけでなく中国地方（約50病
院）・四国（約55病院）・兵庫県（約20病院）を中心とした
様々な地域の医療を支えている．大学病院は，医育機関や
研究機関としての役割のみならず，地域の医療を支える役
割を期待され，また，その役割を担っていることが多い1,2)． 
しかし，その実態を調べたデータは少ない．平成22年に岡
山大学地域医療人材育成講座が行った調査では，県北地域
全体への医師派遣数は152人（常勤換算医師数：47.25人）
であった．そこで今回は，県内の二次医療圏及び近隣県に
対する岡山大学の医師による非常勤勤務での地域医療機関
への支援状況を把握するために調査を行った．

対象と方法

　2013年４月に岡山大学医学部医学科および岡山大学病院
の71講座に対して，メールで調査票を配布した．調査票で
は，派遣先医療機関，派遣実人数，派遣先医療機関への週あ
たり派遣日数の総和について聴取した．週あたり派遣日数
の総和については，日勤（８時間）を１日，待機当直（16
時間）を１日，救急などの夜勤（16時間）を２日として計
算を依頼した．講座は大きく基礎系と臨床系に分類した．

派遣先医療機関については，その所在地によって，県南東
部，県南西部，津山・英田，真庭，高梁・新見，広島県，
兵庫県，四国４県，その他，の９つの地域に分類した．さ
らに，岡山市と倉敷市は多くの人口を抱えると共に医療施
設が多く分布していること，ならびに，高梁・新見は同じ
二次医療圏であるものの生活圏としては別であることを考
慮し，県南東部を岡山市と岡山市以外の県南東部に，県南
西部を倉敷市と倉敷市以外の県南西部に，高梁・新見を高
梁と新見に分けた．
　また，医療法第25条第１項の規定に基づく立入検査要綱
に従って，週あたり32時間勤務を常勤１名となるよう派遣
先医療機関への週あたり派遣日数の総和から常勤換算非常
勤医師数を計算し，基礎系／臨床系および前述の地域ごと
に層別した．そして，住民基本台帳に基づく2012年３月31
日時点の人口および2011年度法定報告の医療機能情報に基
づき，岡山県の各地域の人口10万対の常勤換算非常勤医師
数と岡山大学の医師が占める割合を計算し，地域で層別し
て記述した．また，特に勤務環境が過酷で，全国的に医師
不足が問題となっている産婦人科，小児科については，岡
山大学から派遣される非常勤医師の地域の常勤換算非常勤
医師数に占める割合を補足的に解析した．

結　　　果

　調査票に対する回答を51講座より得た（回収率72％）．未
回答の20部署の約半数は医師が所属していなかった．岡山
大学から派遣される県内の各二次医療圏及び県外の医療機
関数は表１の通りであり，病院が最も多く，次いで診療所
への派遣が認められ，少数ながら健診機関，福祉施設，検
査機関，血液センター，大学保健管理センターへ派遣が行
われていた．派遣される県外の医療機関数は100施設以上で
あった．
　岡山大学から派遣される非常勤医師のうち診療に従事す
る医師の実人数は基礎系68人，臨床系1,114人の計1,182人
であった（表２）．常勤換算非常勤医師数は，基礎系18.6
人，臨床系287.4人の計306.0人であった．

表１　派遣される医療機関数

派遣される医療機関 県南東部 県南西部 津山・英田 真庭 高梁・新見 県外

病院 63 39 11 7 6 101

診療所 23 9 4 0 1 9

健診機関 3 0 0 0 0 0

福祉施設 2 1 0 0 0 1

その他＊1 2 1 0 0 0 1

（＊1検査機関，血液センター，大学保健管理センター）
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　岡山県の二次医療圏と県外の４地域の９つの地域で層別
した記述結果を表３に示す．岡山大学から派遣される診療
に従事する非常勤医師（実人数，常勤換算医師数）は岡山
県内では県南東部（339人，82.2人）と最も多く，高梁・新
見（42人，11.4人）が最も少なかった．岡山県以外では広
島県（193人，48.8人），兵庫県（109人，26.7人），四国４
県（81人，23.6人）の順に多く派遣されていた．
　人口10万対で見ると，真庭が31.7人と最も多く，高梁・
新見が17.1人と次点で，県南西部が7.3人と最も少なかっ

た．地域の常勤換算非常勤医師数に占める割合は，真庭が
52.8%と最も高く，県南東部が12.9％と最も低かった．
　岡山県を８つの地域に層別した記述結果を表４に示す．
岡山大学から派遣される非常勤医師（実人数，常勤換算医
師数）は岡山市（246人，59.3人）が最も多く，高梁（21
人，4.4人）が最も少なかった．人口10万対で見ると，真庭
が31.7人と最も多く，新見が21.2人と次点で，倉敷市が5.6
人と最も少なかった．地域の常勤換算非常勤医師数に占め
る割合は，真庭が52.8%と最も高く，倉敷市以外の県南西

　　 岡山大学勤務医師の非常勤での地域医療支援：勅使川原早苗，他５名 　

表２　診療に従事する基礎系，臨床系の医師数

基礎系 臨床系 合計

派遣される非常勤医師の実人数（人） 68 1,114 1,182

派遣される常勤換算非常勤医師数（人） 18.6 287.4 306.0

表３　岡山県の二次医療圏と県外の９つの地域で層別した診療に従事する医師数分布（全科）

岡山県 岡山県以外

県南東部 県南西部 津山・英田 真庭 高梁・新見 広島県 兵庫県 四国４県 その他

岡山大学から派遣される非
常勤医師の実人数（人） 339 202 79 54 42 193 109 81 20

岡山大学から派遣される常
勤換算非常勤医師数（人） 82.2 52.6 21.7 16.1 11.4 48.8 26.7 23.6 5.8

岡山大学から派遣される人
口10万対の常勤換算非常勤
医師数（人）

 9.1  7.3 11.3 31.7 17.1 － － － －

地域の人口10万対の常勤換
算非常勤医師数（人） 70.4 29.8 40.0 60.0 65.5 － － － －

地域の常勤換算非常勤医師
数に占める割合（％） 12.9 24.7 28.2 52.8 26.1 － － － －

表４　岡山県を８つの地域で層別した診療に従事する医師数（全科）

岡山県

岡山市 岡山市以外の
県南東部 倉敷市 倉敷市以外の

県南西部 津山・英田 真庭 高梁 新見

岡山大学から派遣される非常勤医師の実人数（人） 246 92 106 96 79 54 21 21

岡山大学から派遣される常勤換算非常勤医師数
（人） 59.3 22.7 26.8 25.8 21.7 16.1  4.4  7.1

岡山大学から派遣される人口10万対の常勤換算
非常勤医師数（人）  8.6 10.6  5.6 10.8 11.3 31.7 13.0 21.2

地域の人口10万対の常勤換算非常勤医師数（人） 79.0 42.7 31.5 26.3 40.0 60.0 56.6 74.5

地域の常勤換算非常勤医師数に占める割合（％） 10.9 24.8 17.8 41.1 28.2 52.8 23.0 28.5
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部が41.1％と次点で，岡山市が10.9％と最も低かった．
　また，今回のデータから産婦人科と小児科について解析
したところ，岡山大学産婦人科から派遣される非常勤医師
の地域の常勤換算非常勤医師数に締める割合は，倉敷市以
外の県南西部が39.2％と最も高く，真庭が35.6％と次点で
あり，岡山大学小児科から派遣される非常勤医師の地域の
常勤換算非常勤医師数に締める割合は，真庭が112.0％と
100％を超えており，倉敷以外の県南西部が49.1％と次点で
あった．

考　　　察

　今回の調査で，岡山大学は広島県・兵庫県・四国地方の
広範囲にわたる医療機関に対して非常勤勤務での医療支援
を行っていることがわかった．基礎系講座は常勤換算医師
数で臨床系部署の約６％程度の支援を行っており，基礎医
学研究者は年々減少傾向にある状況（文部科学省ウェブサ
イト http://www.mext.go.jp/ 平成26年７月閲覧）の中，
岡山大学の基礎系講座の医師は臨床現場の支援も行ってい
ることが明らかになった．また，広島県，兵庫県，四国地方
などの岡山県外に派遣される常勤換算医師数は岡山県北部
の医療圏よりも多く，岡山大学は県内のみならず，県外の
医療も強力に支援していることが明らかとなった．一方，
人口10万対で見ると岡山県北部，特に真庭，高梁・新見に
支援が行われていた．さらに，二次医療圏をより細かく分
けることによって，各地域の状況をより正確に記述するこ
とができたと考えられる．例えば，倉敷市と倉敷市以外の
県南西部を比べると人口10万対の派遣される常勤換算非常
勤医師数に大きく差が認められたり，高梁と新見を比べる
と新見のほうがより人口10万対の常勤換算非常勤医師数が
高かったりといったように詳細に地域の状況を明らかにで
きた．岡山県南東部，岡山県南西部に限らず，医療資源の
豊富な都市を含む二次医療圏では，平均値としての医師数
が多くなるため，同じ二次医療圏内に著しい医師不足地域
があっても統計上見過ごされやすい，という問題がある．
地域の課題を抽出する際には，二次医療圏内の医師数の偏
在という問題にも留意する必要があるだろう．
　医師の地域偏在と診療科偏在について，特に過酷な労働
環境が問題視されている産婦人科医や小児科医の不足が全
国的な課題となっている．厚生労働省が発表した「平成24年
医師・歯科医師・薬剤師調査の概況」（厚生労働省ウェブサ
イト http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/12/
index.html 平成26年７月閲覧）によると，産婦人科医は平
成14年から平成18年にかけて約千人減少し，その後は漸増
傾向であるものの，平成24年の時点で平成14年の水準まで
回復していない状況である．岡山大学産婦人科は，中四国と

兵庫県を中心に約40の関連病院を持ち，それらの医療機関
と協力して地域医療を担い，若手医師の育成を行っている．
平成15年の厚生労働大臣医療事故対策緊急アピールにおけ
る医療安全対策として，地域の中核となっている周産期医
療施設のオープン病院化が提言されたことを受け，全国に
先駆け平成18年４月より，周産期医療施設オープン病院化
モデル施設として，「岡山大学周産期オープンシステム」を
スタートし，平成26年現在，岡山市内17病院が参加してい
る．さらに，産科医師の減少に伴い，地域で出産ができる医
療機関数が減少する中で，津山地区および高梁地区の周産
期を支えるオープンシステムも構築した．また，周産期救
急の教育コースであるAdvanced Life Support in Obstetrics
（ALSO）のセミナー導入，自治医科大学卒業生の産婦人
科施設での研修受け入れにも努めている．このように岡山
大学病院産婦人科は，地域周産期母子医療センターとして
総合周産期母子医療センター，その他の地域周産期医療関
連施設と連携し，安全で安心な周産期医療体制の確保に取
り組んでいる（岡山県ウェブサイト岡山県周産期医療協議
会 http://www.pref.okayama.jp/page/detail-61755.html
平成26年７月閲覧）．
　岡山大学小児科においても卒後臨床研修制度の導入によ
り，大学病院医局体制が崩れ，入局者の激減による地域への
大学病院からの医師派遣が極めて困難な事態となった．岡
山県の医療圏毎の小児科標榜病院数は，県南東部と南西部
ではそれぞれ26病院，27病院であるが，津山・英田では７病
院，真庭には２病院，高梁・新見地区では１病院であり，
岡山県の小児科学会会員（総338人）一人あたりの小児人口
は849人という現況である（https://view.officeapps.live.
com/op/view.aspx?src=http%3A%2F%2Fjpsmodel.
umin.jp%2Fdata%2FDOC%2F20050910CombinationtCo
mmittee.doc 平成26年７月閲覧）．
　そこで，日本小児科学会を中心に小児医療体制の再構築
が目指された（http://jpsmodel.umin.jp/formulation.html
平成26年７月閲覧）．岡山県においては，病院小児科を機能
ごとに分けて役割分担化とネットワーク化を進め，さらに
地域医療を担う診療所・クリニックと連携して，小児医療
体制を構築することを目指している．小児科医が非常に少
ない真庭地区などにおいては，地元医師会と協力し，診療
科の枠を超えた共働体制を構築し，小児の初期救急に対応
できない医療圏の解消を目指している．また，今回の調査
で，小児科医師の割合が真庭において100％を超えた点につ
いては，2011年度に報告された医療機能情報と2013年４月
に行った本調査とで実施時期が異なるためと考えられた．
　今回の調査でも岡山大学産婦人科・小児科から派遣され
る非常勤医師による地域支援が行われていることが確かめ
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られたが，こうした専門科の医師の偏在も含め，今後の医
療提供体制については県の策定する地域医療ビジョンに基
づき，県，市町村，地域医療機関，地域医療教育を担う大
学が協議し，より望ましい医師派遣を検討していく必要が
あると思われる3)．地域への適切な医師派遣のためには，住
民の人口構成，疾病分類，医療需要を把握することが必要
である4,6)．地域医療支援センターの役割は，医師偏在の是
正であるが，そのためには，医療機関，住民，行政との調
整や支援が求められる5)．地域医療ミーティング等で，地
域医療への住民の意見・要望を直接話し合う機会を設け，
また，住民の年齢別疾病分類・受診状況などの医療動向や
将来推計人口から予測される医療需要を分析することが，
各診療科の必要な派遣医師数を検討する際の一助となるで
あろう．
　大学病院の果たす役割は，臨床，研究，教育の３つだけ
でなく，地域の医療機関への常勤・非常勤の医師派遣も挙
げられる．今後，地域枠学生が卒業し，医師不足地域に若
手医師が赴任する状況においては，地域の医療現場の医師
だけでなく，大学から派遣される医師の教育力の向上もよ
り重要になると思われる1,2)．

結　　　論

　岡山大学は岡山県・広島県・兵庫県・四国地方の広範囲
にわたる医療機関に対して非常勤勤務での支援を行ってい
ることが明らかとなった．
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